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Azthreonam (SQ26, 776)の 複雑性尿路感染症に対す る使用経験

水谷修太郎 ・細 川 尚 三 ・西 本 直 光 ・三 好 進 ・岩 尾 典 夫

東 本 順 三*・ 塩 田 憲 三**

大阪労災病院泌尿器科

*中 央検査室
,**院 長

1日に2.0gのAzthreonamを10例 の複雑性尿路感染症患者に点滴静注した。1例 に著効

5例に有効4例 に無効の結果を得て,総 合有効率は60%で あ った。 膿尿に対しては,2例 に正

常化,4例 に改善,4例 に不変であり,細 菌尿に対しては3例 に消失,7例 に菌交代 の結果を得

た。投与前に存在した15菌 株のAzthreonamに 対する感受性は,E。faeoalisの1株(MICは

>800μ9/ml)を 除いて,12.5μ9/ml以 下のMICで あ った。 交代菌の11株 の 大部分が>800

μ9/mlのMICを 呈 し,そ の うち5菌 株がE.faecalisで あった。検査値異常としては1例 に トラ

ンスアミナーゼの上昇を認めたけれ ども,本 剤投与に特異的な変化であると断定し難い。

新合成モノパクタム系薬剤2)のAzthreonam1,3)を 複

雑性尿路感染症4)に投与した結果を報告する。

1.対 象 と 方 法

1982年10月 か ら1983年2月 までに大阪労災病院泌

尿器科で,本 剤を使用した症例は10例 であった。その

内訳は男子9名,女 子1名 であ り,年 齢分布は17歳 か

ら74歳 までで,平 均年齢は43.5歳 である(Table 1)。

投与方法は,1日2.09を,朝 夕分2と し,そ れぞれ

500mlの 補液に溶解し,約60分 間 を 要して静脈内に

点滴静注した。投与期間はいずれも5日 間で統一した。

効果判定は投与開始から6な いし7日 目に,UTI薬 効

評価基準(第2版)5)に 基づいて施行し,同 時 に副作用

についても検討した。尿中細菌の同定ならひにディスク

法による感受性試験は,当 院 の細菌検査室 で,そ して

MICの 測定は日本スクイブ社(株)で 施行した。

II.成 績

投与前の皮内反応が陽性を呈したために,本 剤を投与

しなかった症例は1例 もなかった。

Azthreonamを 投与した10例 中,37℃ 以上 の発熱

を呈していた8例 では,全 例に解熱を認めた。

合計10症 例について,著 効1例,有 効5例,そ して

無効4例 の総合効果を示し,総 合有効率は60%を 得た

(Table 2)。 膿尿に対する効果は,正 常化の2例,改 善

の4例そして不変の4例 であ り
,他 方細菌尿に対する効

果は消失の3例 と菌交代の7例 であった(Table 2)。 病

態群別効果は,Table 3に 示 した ように,単 独感染の5

例中4例に有効であったのに対して,混 合感染の5例 で

は2例に効果を認めたにすぎない
。菌種別にみると,P。

aeruginosaが5株 と最も多い構成であ り
,他 に10株

を数 え(Table4),合 計15菌 株 は投 与 後 にす べ て消 失

した 。 す な わ ち 残 存 した 菌 は1株 もな か った。 他 方 交

代 して 出現 した菌 株 は11株 を認 め,そ の うちE.faecalis

が5株 と最 も多か った 。MICに つ い て は,投 与 後 に 出

現 したE.faecalisとS.saprophyticusの 各1株 を 除

い て,合 計24菌 株 につ いて,CMZ, CPZ, LMOXお よ

びCAZと 比 較 して 検 討 した(Table 5)。106 cells/mI

でみ るか ぎ り,本 剤 に 対 す るMICは,E,faecalis(No.

15)の>800μ9/mlを 除 い て,投 与 前 に認 めた 菌 で は

す べ て12.5μ9/ml以 下 であ り,本 剤 投 与 に よって 除 菌

され た 事 実 と合 致 す る結 果 で あ った 。他 方,投 与 後 に 出

現 した 菌 株 の うち,MICを 測定 し た9菌 株 で は,.P.

minbilis(No.25)の く0.05μ9/mlを 除 い て,す べ て

800μ9/ml以 上 で あ り,こ れ も臨 床 治 験 と合 致 す る結 果

で あ ったOデ ィス クに よ る感 受 性試 験 の結 果 をTable6

に 示 した 。Table5と 共 通す る対 象 はLMOXの み で あ

るけ れ ど も,ほ ぼ 共 通 した結 果 を示 して い る。

副 作 用 の うち,自 覚 症 状 につ いて は皆 無 で あ り,ま た

投 与 を 中 止 した 症 例 もな か った ° 検 査 所 見 の うち,第VII

症 例 で,GOTが31(IU/L)か ら79(IU/L)に,そ し

てGPTが40(IU/L)か ら85(IU/L)に 上 昇 す る のが

み られ た 。 本例 は下 肢 切 断を 要 す るほ どの 巨 大 な褥 創 で,

大 量 輸 血 の病 歴 を もつ 症 例 で あ り,ト ラ ンス ア ミナ ー ビ

が 上 昇 と下 降 を繰 り返 して お り,Azthreonarnに 関連 し

た 上 昇 で あ る とは断 定 し難 い 。 しか し,第 、狂例 を除 く,

9症 例 の トラ ンス ア ミナ ー ゼ値 の,投 与 前 後 の平 均 値 を

み る と,GOTが22.7(IU/L)か ら30.1(IU/L)へ

GPTが21.1(IU/L)か ら29。2(IU/L)に,若 干の 上

昇 傾 向が 認 め られ た 。 他 の 検 査 所 見 で は 特記 す べ き変 化
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Table 2 Overall clinical efficacy of Azthreonam in ten cases with UTI

Table 3 Overall clinical efficacy of Azthreonam classified by infection type
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Table 4 Bacteriological response to Azthreonam in ten cases with UTI

を認めていない(Table7)。

III.考 察

症例III～VIII,およびX例 は脊損膀胱であって,つ ねに

有意の感染を認め,大 部分が膿尿を呈しているが,平 常

はなんらの抗菌剤も投与せずに経過している。今回は,

突 然の発熱などから,Azthreonamの 点滴静注を施行し

たものであるけれども,神 経麻痺のために疹痛などの自

覚症状がないまま,解 熱したことから,他 臓器の感染で

あった可能性を否定し得ない。

わずかに10例 の治験結果ではあるけれども,Azthre-

onam投 与によって,(1)全 例に除菌を認めたこと,(2)7

例 で菌交代を認めたこと,(3)交 代菌 の半数近くがE

faecalisで あったこと,お よび(4)1例 に トランスア ミナ

ーゼの上昇を認めたこと
,な どは今後の本剤の臨床適用

に際して銘記しておくべきことがらであろ う。
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Table 6 Susceptibility (2): Disk tests of isolated species before and after Azthreonam treatment

Nos. are compatible with those which appeared in table 5
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CLINICAL STUDIES WITH AZTHREONAM AGAINST

COMPLICATED URINARY TRACT INFECTIONS

SHUTARO MIZUTANI, SHOZO HOSOKAWA, NAOMITSU NISHIMOTO, SUSUMU MIYOSHI

NORIO IWAO, JUNZO HIGASHIMOTO and KENZO SHIOTA

Department of Urology, Osaka Rosai Hospital (Sakai, Osaka)

Ten patients with complicated urinary tract infections, of which seven were cord bladders, were

given Azthreonam at a daily dose of 2.0 g by intravenous drip infusion for 5 days, and following
results were obtained.

Clinical results were excellent in one, moderate in 5 and poor in 4 cases. The overall effectiveness
rate was 60%. In bacteriological results, eliminations of microorganisms were found in 3, replace
in 7, and unchange in none of them. Five of the n replaced species were E. faecalis. During the
treatment no side effects were observed subjectively or objectively, except for a case that showed a
slight increase in transaminases.


